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株式会社キャリアリンク

Communication &
Collaboration

～子どもたちの未来のために～

企業
◎企業の持つノウハウ
◎企業が提供できる教育資源
◎企業として伝えたいメッセー
●次世代育成
●戦略的教育CSR
●コーポレートコミュニケーション

学校
◎教員の持つノウハウ
◎子どもたちにつけたい力
◎教員の実現したい授業イメージ
●生きる力を育む授業実践
●教員研修（指導案の作成他）
●思考支援型授業の実践
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１９９１年創業

●学校と産業界（企業）の効果的な交流の実現●



■産業界の教育連携の変遷
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～2000年／社会貢献活動

2000年～／CSRの本格化
●次世代育成

2015年頃～／CSVの本格化
●社会課題解決

2018年～／ESGの本格化

教育HR戦略

教育CSV

教育CSR

社会貢献
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・ESG投資を踏まえた戦略的な活動
・社会課題(SDGs)へのコミットメント



2006年にスタート！

キャリア教育プログラム開発推進コンソーシアム

全国1700の
教育委員会との
ネットワーク

年間65万以上の
児童生徒へ

プログラム提供

25社
40プログラム以上



■企業の教育支援プログラムの価値

日頃の学習内容と社会とのつながりを具体的に実感させる日頃の学習内容と社会とのつながりを具体的に実感させる

実際の現場で使われている最新でリアルな素材にふれる実際の現場で使われている最新でリアルな素材にふれる

専門的な知識で児童・生徒の学ぶへの興味関心を引き出す専門的な知識で児童・生徒の学ぶへの興味関心を引き出す

企業人として求められる資質・能力など生き方に触れる企業人として求められる資質・能力など生き方に触れる
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■教育支援活動における 企業講師研修の在り方

OUTCOMEINPUT

企業理念やCSRの考え方

企業市民活動として
社会ニーズに応える姿勢

自社のプログラム理解

企業市民として
社員の社会貢献意識醸成

社員のスキルアップ

次世代育成活動を通して
得た学びの仕事への還元

教育現場の現状と
教育改革のポイント

人権・肖像権について注
意

教員・児童・生徒との
コミュニケーション方法

次世代との
コミュニケーション

企業講師

OUTCOMEINPUT

企業理念やCSRの考え方

企業市民活動として
社会ニーズに応える姿勢

自社のプログラム理解

企業市民として
社員の社会貢献意識醸成

社員のスキルアップ

次世代育成活動を通して
得た学びの仕事への還元

教育現場の現状と
教育改革のポイント

人権・肖像権について注
意

教員・児童・生徒との
コミュニケーション方法

次世代との
コミュニケーション

企業講師

集合
研修

企業講師研修の流れ（例）

ロープレ
研修

授業
同行
研修

評価共有
ふりかえ
り研修

教員
児童

アンケート

集合
研修

企業講師研修の流れ（例）

ロープレ
研修

授業
同行
研修

評価共有
ふりかえ
り研修

教員
児童

アンケート

授
業
実
施

授
業
実
施



参考） キャリア教育コーディネーター養成講座

エントリーコースエントリーコース

学校教育やコーディネーター業務についての
基礎知識の習得 30時間

実践コース実践コース

学校現場での実習を通した
実践力の習得

「キャリア教育コーディネーター」は経済産業省ガイドラインに基づく認定資格
本事業は経済産業省キャリア教育民間コーディネーター育成・評価システム開発事業
「キャリア教育コーディネーター育成ガイドライン」に基づき、全国５つの養成団体で実施

コース終了により受験資格コース終了により受験資格



■教育連携のフェーズ変化

フェーズ１ フェーズ2 フェーズ 3

教育プログラムの
単独開発／実施

継続的・協働的な
プロジェクト

多様なプロがつながる

教育を通しての
社会システム変革

融合

支援

協働
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教育現場をフィールドとした
Sustainable Human Development

人づくりのスキーム化
長期的・継続的関与による

企業人のキャリア開発
教員養成・採用・育成改革

現場の働き方改革

教育界
社会に開かれた教育へ

産業界
教育支援から企業戦略へ

プログラム提供
事業評価とCSV実現

プログラム実施
子どもと教員の
資質能力育成

■協働から『融合』へ



参考事例



■高校における融合事例
米国：Career Technical Education

市内の高等学校7校の 39の職業に直結するパスウェイ



■米国：Career Technical Education
Santa Ana High School


